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⾃分について

・出⾝：広島県 広島市

・勤務地：NTTドコモ(東京)

●経歴
・2007年：ドコモ⼊社

iモード/spモード 各種サービス開発

・2015年：部内異動
NW&システム運⽤

・2016年：JANOG37 初参加
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昨今の状況(ユーザの利⽤形態の変化)
■若年層のコミュニケーションはメールからSNSへ(総務省調
査)
■キャリアメールの利⽤率低下

【⽂献】IT Media
http://www.itmedia.co.jp/news/articles/1404/17/news133.html#l_haru_sns.jpg

年明けの「おめでとうコール・メール」による通信規制のお知
2016年が最後。今では、穏やかに、、、
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ドコモの提供サービスの変化

■ドコモ契約者以外にも、ドコモサービスの提供を開始

dアカウント dサービス

ドコモにとってのお客様は、いまやドコモ契約者のみでは
ない！！
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ドコモが果たす役割の変化

■ドコモ契約者だけではない、ドコモサービスやネットサー
ビスを使うすべてのお客様に安定したサービスを提供する使
命がある

ドコモにとってのユーザ

ドコモサービ
スを利⽤する
ユーザ

ネット上の様々なコンテ
ンツを利⽤するユーザ

全てのネットサー
ビス
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運⽤観点の変化
システム観点だけではなく、サービス観点での監視/保守も重
要！

nシステム観点：システム機器の故障検知、保守
nサービス観点：お客様⽬線でサービス毎のSLA担保

サービス観点システム観点

アラーム監視

故障解析

保守対応

様々な利⽤シー
ン

様々な端末

各機器のHW故障やシステム不
具合を監視/保守し、システ
ムの安定稼働を確保する

各サービス毎に異なるシステム
構成や接続経路を把握し、
ユーザに安定した品質のサー
ビスを提供する

様々な接続先
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実施していること（サービス影響の早期発⾒のた
め）

nシステム観点：Ping疎通、アラーム検知
nサービス観点：サービス個別のユーザアクセス正常性確認

各サービスの定期的な正常性確認

■システム内部
ユーザアクセスを疑似した疎通

確認

■システム外部
・端末アクセスをプログラム化し、

サービスアクセス確認を⾃動化

・実機端末を使⽤した、⼿動での
サービスアクセス確認疑似

リクエ
スト

レスポン
ス

正常応答確認

実施可能なサービス確認⼿順はすべて整えていま
す
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実施していること(サービス影響早期解決のため)

nシステム観点：⼀次対処迅速化(再起動、切り離しなど)
nサービス観点：サービス影響局所化、サービス提供先連携

サービス影響局所化

アラームメッセージ検知後、影響
経路の特定、サービスへのア
クセス確認から影響サービス
の絞り込みを実施

サービス提供先連携
サービスを提供している部⾨と連

携し、双⽅向から事象の解析
を実施

ネットサービスはドコモだけでは
ない！

〇×
〇

〇
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さらに取り組みたいこと

n ISP/CP事業者の密な連携によるサービス影響の早期解決

JANOGをはじめ、様々な場所でISP/CP事業者様とつながりを持つことが
できています。
このつながりを活かし、ネット上のすべてのお客様に安定したサービスを
提供するため、障碍発⽣時には、ISP/CP事業者⼀丸となって、早期復旧に
向けた連携をとっていければと思います。

※昨年もJANOG MLにて、いろいろな情報展開、とても助かりました！！

よろしくお願いしま
す！！


